書評 : 勝田政治・眞保昌弘・仁藤智子・秋山哲雄・夏目琢史・久保田裕次・石野裕子著『日本史概説 : 知る出会う考える』 by 皆川 雅樹
「
日
本
史
概
説
ｌ
知
る
。
出
会
う
．
考
え
る
』
（
以
下
、
「
本
書
」
と
略
記
）
は
、
「
日
本
史
概
説
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
日
本
の
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
通
史
が
、
国
士
舘
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
に
所
属
す
る
七
名
の
先
生
方
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
日
本
通
史
を
各
時
代
の
専
門
家
が
一
書
ず
つ
書
く
シ
リ
ー
ズ
本
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
が
、
本
書
の
よ
う
に
、
一
書
で
通
－
１
－
史
を
叙
述
し
、
研
究
に
も
い
ざ
な
う
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
は
決
し
て
多
く
な
い
。
ま
し
て
や
、
同
じ
大
学
に
所
属
す
る
複
数
の
教
員
で
一
書
を
ま
と
め
る
と
な
る
と
、
そ
の
苦
労
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
組
織
的
に
日
本
史
を
叙
述
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
意
欲
的
な
著
作
と
言
え
る
。
以
下
、
本
書
の
概
要
お
よ
び
そ
の
意
義
や
評
者
が
考
え
る
論
点
・
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
書
評勝
田
政
治
・
眞
保
昌
弘
・
仁
藤
智
子
・
秋
山
哲
雄
・
夏
目
琢
史
久
保
田
裕
次
・
石
野
裕
子
著
『
日
本
史
概
説
ｌ
知
る
。
出
会
う
。
考
え
る
」
皆
川
雅
樹
ラ
１
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
の
授
業
と
本
書
本
書
は
、
国
士
舘
大
学
文
学
部
で
開
講
さ
れ
て
い
る
「
日
本
史
概
説
Ａ
（
日
本
歴
史
Ａ
と
「
日
本
史
概
説
Ｂ
（
日
本
歴
史
Ｂ
）
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
両
授
業
は
、
文
学
部
史
学
地
理
学
科
考
古
・
日
本
史
学
専
攻
２
）
（
コ
ー
ス
）
に
お
い
て
１
年
次
の
必
修
授
業
と
な
っ
て
い
る
。
「
日
本
史
概
説
Ａ
」
「
日
本
史
概
説
Ｂ
」
両
授
業
の
概
要
、
ね
ら
い
お
よ
↑
３
）
び
到
達
目
標
は
、
二
○
二
○
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
に
よ
る
と
《
表
１
》
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
【
概
要
】
に
つ
い
て
、
本
書
と
の
関
係
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
を
２
点
あ
げ
る
。
第
一
に
、
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
は
、
日
本
の
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
・
現
代
を
、
通
史
的
に
講
義
を
通
じ
て
理
解
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
時
期
を
専
門
と
す
る
教
員
六
名
が
、
オ
ム
’
一
バ
ス
方
式
で
一
年
間
か
け
て
学
ぶ
授
業
で
あ
る
。
第
二
に
、
日
本
史
概
説
Ａ
（
原
始
・
古
代
・
中
世
）
で
は
〔
ね
ら
い
一
と
の
関
係
で
、
歴
史
的
な
史
資
料
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
《
表
２
》
）
。
｜
方
、
日
本
史
概
説
Ｂ
（
近
世
・
近
代
・
現
代
）
で
は
、
【
概
要
】
に
「
各
時
代
と
も
当
時
の
国
際
関
係
（
世
界
史
）
に
留
意
す
る
」
と
あ
り
、
史
資
料
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
逆
の
こ
と
も
言
え
、
日
本
史
概
説
Ａ
（
原
始
・
古
代
・
中
世
）
に
は
「
国
際
関
係
（
世
界
史
）
に
留
意
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
史
資
料
の
扱
い
や
国
際
関
係
（
世
界
史
）
へ
の
留
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
編
集
方
針
と
も
関
連
し
そ
う
な
の
で
、
後
述
し
た
い
。
次
に
、
【
ね
ら
い
】
【
到
達
目
標
］
に
つ
い
て
、
本
書
と
の
関
係
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
を
２
点
あ
げ
る
。
第
一
に
、
「
歴
史
学
が
「
考
え
る
学
問
」
で
あ
る
こ
と
」
を
前
提
に
、
「
暗
記
一
辺
倒
」
で
は
な
い
ス
タ
ン
ス
で
、
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
の
授
業
が
展
開
す
る
こ
と
一
本
書
の
趣
旨
と
概
要
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《表1》シラバスの概要・ねらい．到達目標
く日本史概説A>
【概要】
日本の原始・古代・中世の通史的講義を通して、歴史の全体像を理解するため、原始・古代・中世
史の歴史について講義をおこなう。オムニバス方式で、各時代の専門家が、専門の分野の通史を講義
する。通史的理解を深めるため、時間軸を明示して講義を進める。原始の分野では、文字のない時代
をモノから講義していく。古代の分野では、おもに国家の形成と展開や対外関係などの変化の過程を
扱って講義をおこなう。中世の分野では、武士の時代の政治史や文化史、荘園史などを扱って講義を
おこなう□
[ねらい】
歴史学が「考える学問」であることをふまえ、暗記一辺倒ではない通史を理解する。またそれぞれ
の時代の政治史や文化を知ることで、現代の政治や文化の相対化をはかる。原始の時代では、文字の
ない時代の歴史をいかに探るかをモノと遺構で考えられる能力を身に付ける。古代では、国家の歴史
書である六国史や貴族の日記などから、歴史像を構成する能力を身に付ける。中世では、古文書や歴
史書などから、歴史像を構成する能力を身に付ける。そして全体として、歴史学的な思考能力を養う
ことを目指す。
【到達目標】
日本の原始、古代史、中世史を通史的に理解する。それをふまえ、歴史学的な思考力を身につけ、
発信することができる。通史を理解するにあたって、歴史的事実の論理性や通史的な理解を身に付け
てほしい。また、通史的な講義を受けることで、卒業論文につながるような興味のある時代やテーマ
を探し出してほしい。
<日本史概説B>
【概要】
日本の近世・近代・現代の通史的講義を通して、近世以降の日本歴史の大きな流れを通観します。
オムニバス方式で、各時代を専門とする教員3名が、それぞれ最新の研究成果をもとにして講義を進
めます。各時代とも当時の国際関係（世界史）に留意するなかで、 日本のあゆみを理解できるように
努めます。
【ねらい】
歴史学が「考える学問」であることをふまえ、暗記一辺倒ではなく、常に何故と問いかけることに
よって、歴史を見ることができるようにすることがねらいです。そして、現代をより理解するために
は歴史学の知見が必要である、 という歴史学的思考能力を養うことをめざします。
【到達目標】
日本の近世・近代・現代史を通史的に理解することによって、歴史学的思考力を身につけることに
あります。また、大きな流れの講義のなかで、卒業論文につながるような時代やテーマを探し出すこ
とを望みます。
<表2史資料の扱い》
【ねらい】に示される史資料
モノと遺構
六国史や貴族の日記など
古文書や歴史書など
【概要】
文字のない時代をモノ
国家の形成と展開や対外関係などの変化の過程
武士の時代の政治史や文化史、荘園史など
原始
古代
中世
フ
ノ
第
１
部
一
原
始
・
考
古
篇
歴
史
誕
生
・
国
家
成
立
へ
の
軌
跡
《
概
要
》
七
○
○
万
年
以
上
前
に
誕
生
し
た
人
類
の
世
界
的
拡
散
と
、
三
万
年
以
上
前
に
日
本
列
島
に
渡
来
し
た
新
人
（
ホ
モ
Ⅱ
サ
ピ
エ
ン
ス
）
の
話
か
ら
始
ま
る
。
第
１
部
で
は
、
考
古
学
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
旧
石
器
時
代
に
お
け
る
「
日
本
人
」
の
形
成
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
生
活
の
多
様
性
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
農
耕
と
邪
馬
台
国
の
実
態
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
古
墳
造
営
の
意
味
、
飛
鳥
，
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
影
響
や
宮
都
造
営
お
よ
び
地
方
支
配
に
関
わ
る
施
設
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
２
本
書
の
概
要
本
書
は
、
第
１
部
～
第
６
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
部
冒
頭
に
は
「
概
観
」
と
「
年
表
」
が
つ
い
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
の
概
要
の
把
握
と
記
述
さ
れ
て
い
る
主
な
出
来
事
が
確
認
で
き
る
。
各
部
の
見
出
し
と
概
要
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
能
力
を
養
う
」
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
【
到
達
目
標
】
に
も
通
史
的
理
解
に
よ
っ
て
、
「
歴
史
学
的
な
思
考
力
を
身
に
つ
け
、
発
信
す
る
こ
と
」
（
日
本
史
概
説
Ａ
）
、
「
歴
史
学
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
（
日
本
史
概
説
Ｂ
）
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
（
能
）
力
」
と
は
何
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
と
の
関
係
で
後
述
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
の
授
業
は
、
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
（
能
）
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
６
名
の
各
時
代
の
専
門
家
の
講
義
を
通
じ
て
、
日
本
の
原
始
か
ら
現
代
ま
で
を
通
史
的
に
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
学
的
な
内
容
を
「
考
え
る
」
シ
ー
ル
と
し
て
、
本
書
が
機
能
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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第
４
部
雨
陶
陶
画
泰
平
の
時
代
へ
《
概
要
》
応
仁
の
乱
の
背
後
で
起
き
て
い
た
大
き
な
社
会
変
動
（
技
術
革
新
に
と
も
な
う
モ
ノ
の
量
産
化
と
地
方
の
活
性
化
に
よ
る
生
活
レ
ヴ
ェ
ル
の
向
上
）
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
．
五
世
紀
」
が
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
か
を
紐
解
く
話
か
ら
始
ま
る
。
第
４
部
で
は
、
戦
国
大
名
の
登
場
か
ら
織
田
信
長
の
天
下
統
一
事
業
と
豊
臣
秀
吉
政
権
の
内
外
政
策
お
よ
び
江
戸
幕
府
の
成
立
（
一
五
世
紀
後
半
～
一
六
一
六
年
）
、
江
戸
幕
府
の
確
立
期
二
六
一
六
～
一
六
八
○
年
）
に
お
け
る
三
つ
の
危
機
（
朝
幕
関
係
、
外
交
、
内
政
）
、
元
第
３
部
間
岬
圏
国
多
様
性
と
混
沌
の
時
代
《
概
要
》
古
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
土
地
制
度
、
特
に
荘
園
公
領
制
の
成
立
と
崩
壊
（
一
地
一
作
人
の
原
則
に
つ
な
が
る
体
制
が
成
立
し
荘
園
公
領
制
は
完
全
に
崩
壊
）
の
歴
史
の
話
か
ら
始
ま
る
。
第
３
部
で
は
、
平
安
時
代
後
期
の
院
政
の
展
開
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
、
鎌
倉
幕
府
の
政
治
史
（
将
軍
独
裁
、
執
権
政
治
、
得
宗
専
制
の
三
段
階
）
、
室
町
幕
府
の
中
央
集
権
的
な
支
配
体
制
と
一
撲
の
影
響
お
よ
び
応
仁
の
乱
、
中
世
後
期
の
文
化
（
南
北
朝
の
文
化
、
北
山
文
化
、
東
山
文
化
）
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
第
２
部
国
側
側
画
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
切
り
結
ぶ
古
代
社
会
《
概
要
》
紀
元
前
の
中
国
の
秦
漢
帝
国
の
成
立
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
陸
海
で
形
成
さ
れ
、
東
端
の
日
本
列
島
に
も
影
響
を
与
え
た
話
か
ら
始
ま
る
。
第
２
部
で
は
、
文
献
史
学
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
弥
生
時
代
の
邪
馬
台
国
、
四
～
五
世
紀
の
中
国
（
宋
な
ど
）
や
朝
鮮
半
島
（
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
・
加
耶
諸
国
な
ど
）
と
の
関
係
、
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
階
唐
の
成
立
と
日
本
の
古
代
国
家
の
成
立
過
程
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
内
政
、
’
○
世
紀
前
後
の
対
外
関
係
の
変
化
と
内
政
へ
の
影
響
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
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禄
文
化
か
ら
享
保
の
改
革
（
一
六
八
○
～
一
七
五
一
年
）
、
田
沼
時
代
か
ら
天
保
の
改
革
（
一
七
八
六
～
一
八
五
三
年
）
な
ど
が
叙
述
ｍ
さ
れ
て
い
る
。
第
５
部
近
現
代
篇
Ｉ
一
近
代
日
本
と
万
国
対
時
《
概
要
》
「
黒
船
」
に
代
表
さ
れ
る
強
大
な
軍
事
力
を
持
っ
た
「
文
明
国
」
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
が
日
本
に
来
航
し
、
「
開
国
」
を
要
求
し
た
話
か
ら
始
ま
る
。
第
５
部
で
は
、
江
戸
幕
府
滅
亡
か
ら
明
治
新
政
府
の
成
立
（
一
八
五
三
～
一
八
六
八
年
）
、
明
治
政
府
の
中
央
集
権
化
と
近
代
化
政
策
の
推
進
お
よ
び
国
境
の
画
定
（
一
八
六
九
～
一
八
七
九
年
）
、
立
憲
国
家
の
成
立
過
程
と
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
（
一
八
八
○
～
一
八
九
○
年
）
、
日
清
戦
争
お
よ
び
そ
の
直
前
直
後
の
朝
鮮
と
の
関
係
（
一
八
九
一
～
’
八
九
九
年
）
、
日
清
戦
争
後
の
中
国
情
勢
お
よ
び
日
露
戦
争
と
韓
国
併
合
（
一
九
○
○
～
一
九
二
年
）
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
第
６
部
近
現
代
篇
Ⅱ
｜
日
本
と
中
国
《
概
要
》
中
国
に
お
け
る
辛
亥
革
命
お
よ
び
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
お
け
る
中
国
政
府
（
哀
世
凱
政
権
・
段
騏
瑞
政
権
）
と
日
本
政
府
と
の
「
日
支
親
善
」
の
話
か
ら
始
ま
る
。
第
６
部
で
は
、
「
日
本
と
中
国
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
日
中
関
係
史
で
二
○
世
紀
史
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
お
け
る
日
中
外
交
（
一
九
二
～
一
九
二
七
年
）
、
田
中
・
幣
原
の
日
中
外
交
と
軍
部
の
台
頭
二
九
二
七
～
一
九
三
一
年
）
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
へ
二
九
三
一
～
一
九
四
五
年
）
、
戦
後
の
朝
鮮
戦
争
と
日
中
国
交
正
常
化
（
一
九
四
五
～
一
九
七
二
年
）
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
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本
書
の
時
期
幅
は
「
通
史
的
」
で
あ
り
、
小
，
中
。
高
の
歴
史
の
授
業
で
学
ん
で
き
た
内
容
を
復
習
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
具
体
的
な
叙
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
各
部
各
章
の
各
見
出
し
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
本
書
の
各
部
内
に
は
、
コ
ラ
ム
、
参
考
文
献
、
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
、
お
す
す
め
史
跡
紹
介
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
本
文
で
の
学
び
か
ら
次
の
学
び
へ
の
ス
テ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
評
者
な
り
の
論
点
を
３
つ
提
示
し
た
い
。
１
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
」
に
つ
い
て
本
書
の
「
編
集
後
記
」
（
本
書
一
九
七
頁
）
に
よ
る
と
、
本
書
の
試
み
（
編
集
方
針
）
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
．
国
中
心
史
観
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
戒
め
、
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
歴
史
を
み
る
」
で
、
第
二
に
「
人
物
で
は
な
く
社
会
や
時
代
の
動
き
を
客
観
的
に
み
つ
め
よ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
者
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
」
に
つ
い
て
問
題
に
し
た
い
・
先
述
の
通
り
、
シ
ラ
バ
ス
で
は
、
日
本
史
概
説
Ｂ
の
授
業
に
お
い
て
「
国
際
関
係
（
世
界
史
）
に
留
意
す
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
史
概
説
Ａ
に
お
い
て
そ
れ
は
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
国
際
関
係
（
世
界
史
）
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
は
吟
味
が
必
要
で
あ
る
が
、
日
本
史
概
説
Ｂ
で
扱
う
範
囲
に
あ
た
る
本
書
第
４
部
で
は
、
「
世
界
史
」
を
意
識
し
た
視
点
が
明
確
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
応
仁
の
乱
の
時
期
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
も
激
動
の
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
提
示
し
、
そ
の
例
と
し
て
、
一
四
四
九
年
の
明
朝
に
お
け
る
土
木
の
変
や
一
四
五
三
年
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
東
ロ
ー
マ
（
ビ
ザ
ン
ッ
）
帝
国
を
滅
亡
さ
せ
た
こ
と
を
あ
げ
る
（
本
書
九
四
頁
）
。
ま
た
、
第
２
章
第
１
節
に
は
「
海
外
か
ら
み
た
戦
国
時
代
」
を
設
け
た
り
（
本
書
九
七
～
九
八
頁
）
、
二
本
書
へ
の
疑
問
11
本
書
の
試
み
（
編
集
方
針
）
と
し
て
の
．
国
中
心
史
観
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
戒
め
、
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
歴
史
を
み
る
」
を
意
識
し
具
体
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
２
部
の
「
引
用
・
参
考
文
献
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
北
村
厚
「
教
養
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
耆
房
、
二
○
一
八
年
）
で
展
開
さ
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
前
提
と
し
た
６
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
を
活
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
２
部
以
外
の
各
部
に
お
い
て
も
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
．
将
軍
徳
川
綱
吉
と
同
時
期
の
世
界
の
絶
対
君
主
と
の
比
較
を
促
し
た
り
（
本
書
二
一
頁
）
、
大
御
所
時
代
と
同
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
Ⅱ
ボ
ナ
パ
ル
ト
を
取
り
上
げ
た
り
（
本
書
二
七
頁
）
す
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
民
国
家
が
成
立
５
一
す
る
以
前
の
「
世
界
史
」
と
い
う
時
空
間
が
一
貫
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
４
部
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
歴
史
を
み
る
」
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
本
書
第
２
部
で
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
」
が
明
ら
か
に
意
図
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
第
２
部
で
は
、
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
折
に
触
れ
て
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
の
段
落
に
は
次
の
よ
う
な
メ
ッ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
ゞ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
に
表
さ
れ
た
史
料
（
文
献
）
か
ら
、
日
本
列
島
に
初
め
て
国
家
が
形
成
さ
れ
る
時
代
を
み
て
み
た
が
、
こ
の
時
代
を
考
え
る
際
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
る
異
域
・
異
国
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。
日
本
列
島
の
歴
史
を
考
え
る
と
き
に
は
、
一
国
史
観
に
陥
る
こ
と
な
く
、
常
に
世
界
の
変
動
を
感
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
代
と
い
う
時
代
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
極
東
に
位
置
す
る
日
本
・
倭
が
他
地
域
と
の
交
流
や
交
通
の
な
か
で
、
初
め
て
国
家
を
形
成
し
、
展
開
し
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
歴
史
を
傭
撤
す
る
ま
な
ざ
し
と
、
史
料
を
精
綴
に
読
み
込
む
読
解
力
、
さ
ら
に
は
多
様
性
を
柔
軟
に
組
み
立
て
て
い
く
思
考
力
を
も
っ
て
、
新
し
い
見
地
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
（
本
書
五
五
頁
）
。
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一
方
で
、
小
・
中
．
高
の
教
科
書
で
は
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
、
学
説
を
あ
げ
て
の
説
明
が
本
書
に
は
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
例
え
ば
、
第
３
部
で
は
、
鎌
倉
幕
府
の
捉
え
方
（
国
家
観
）
に
つ
い
て
、
権
門
体
制
論
と
東
国
国
家
論
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（
本
書
六
七
～
六
八
頁
）
。
ま
た
、
第
４
部
で
は
、
諸
説
あ
る
本
能
寺
の
変
に
つ
い
て
、
「
信
長
と
光
秀
の
確
執
の
要
因
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
近
年
で
は
四
国
の
長
宗
我
部
氏
と
の
対
立
が
直
接
的
要
因
と
な
っ
た
と
い
う
見
方
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
」
２
史
資
料
の
扱
い
と
学
説
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
先
述
の
日
本
史
概
説
Ａ
の
シ
ラ
バ
ス
に
は
、
歴
史
的
な
史
資
料
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
全
体
の
叙
述
が
史
資
料
を
前
提
に
害
か
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
具
体
的
な
史
資
料
を
あ
げ
て
の
叙
述
は
見
ら
れ
な
い
。
〈
『
‐
ｊ
小
・
中
．
高
の
教
科
書
に
お
い
て
も
、
史
資
料
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
紙
幅
の
関
係
で
、
具
体
的
な
史
資
料
を
あ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
授
業
内
に
お
い
て
補
足
資
料
が
あ
っ
た
り
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
り
一
方
で
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
」
を
コ
ラ
ム
で
補
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
第
４
部
の
「
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教
と
世
界
と
の
つ
な
が
り
」
（
本
書
一
○
三
頁
）
、
「
漂
流
民
と
ロ
シ
ア
」
（
本
書
一
二
○
頁
）
、
第
５
部
の
「
１
８
６
７
年
の
パ
リ
万
博
と
日
本
」
（
本
書
一
三
五
頁
）
、
「
海
を
渡
っ
た
「
写
真
花
嫁
上
（
本
書
一
五
六
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ラ
ム
が
各
部
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
」
は
加
え
や
す
く
な
る
が
、
各
部
の
コ
ラ
ム
の
数
や
内
容
に
統
一
性
が
な
い
（
〕
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
共
通
認
識
と
し
た
叙
述
が
で
き
れ
ば
、
今
ま
で
に
な
い
日
本
史
概
説
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
２
部
だ
け
で
意
識
さ
れ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
が
、
結
果
と
し
て
本
書
全
体
を
見
通
し
た
と
き
に
、
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
。
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
。
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ま
た
、
第
６
部
の
最
終
章
で
あ
る
第
９
章
が
、
日
中
国
交
正
常
化
が
な
さ
れ
た
一
九
七
二
年
ま
で
の
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
現
行
の
（
８
中
．
高
の
歴
史
の
教
科
書
よ
り
も
叙
述
の
終
わ
り
が
早
い
。
第
６
部
の
「
補
論
冷
戦
と
日
本
」
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
冷
戦
と
日
本
と
の
関
係
が
概
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ラ
ム
で
は
「
高
度
経
済
成
長
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
の
終
焉
が
一
九
七
三
年
、
冷
戦
の
終
結
が
一
九
九
一
年
で
は
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
五
頁
に
も
満
た
な
い
。
二
○
二
○
年
度
、
大
学
に
入
学
し
た
現
役
生
は
創
世
紀
生
ま
れ
で
あ
る
。
二
○
世
紀
後
半
の
四
半
世
紀
の
「
現
代
史
」
も
、
生
ま
れ
る
前
で
あ
る
。
巻
末
の
「
索
（
９
↓
引
」
に
一
○
頁
割
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
一
九
七
二
年
以
降
の
現
代
史
の
叙
述
が
欲
し
い
と
考
え
る
の
は
評
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
期
の
歴
史
も
「
補
論
」
で
は
な
い
「
現
代
史
」
と
し
て
叙
述
す
る
こ
と
で
、
先
述
の
日
本
史
概
説
Ｂ
の
シ
ラ
バ
ス
の
【
ね
ら
里
に
あ
る
「
現
代
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
は
歴
史
学
の
知
見
が
必
要
」
が
よ
り
深
み
を
増
す
。
代
史
を
考
え
る
「
し
か
け
」
と
し
る
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
３
「
現
代
史
」
の
叙
述
第
６
部
は
、
一
九
二
年
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
の
日
中
関
係
史
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
日
清
・
日
露
戦
争
後
の
日
本
が
、
欧
米
列
強
や
ソ
連
・
ロ
シ
ア
な
ど
と
の
関
係
で
叙
述
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
学
・
高
等
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
の
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
、
中
国
以
外
の
欧
米
列
強
な
ど
と
の
つ
な
が
り
は
ほ
ぼ
叙
述
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
学
び
方
と
は
違
う
視
点
で
、
日
本
近
現
る
「
し
か
け
」
と
と
ら
え
る
も
可
能
で
あ
る
が
、
先
述
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
」
と
の
折
り
合
い
を
ど
の
よ
う
に
つ
け
（
本
書
九
九
頁
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
よ
う
な
両
論
併
記
や
中
世
の
権
力
に
つ
い
て
幕
府
だ
け
に
注
目
し
な
い
視
点
、
後
者
の
よ
う
な
大
学
生
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
「
そ
う
な
の
？
」
「
長
宗
我
部
っ
て
誰
？
」
と
い
っ
た
内
容
は
、
先
述
の
シ
ラ
バ
ス
に
も
示
さ
れ
て
い
た
「
暗
記
一
辺
倒
で
は
な
い
」
「
考
え
る
学
問
」
と
し
て
の
歴
史
学
を
学
ぶ
こ
と
に
い
ざ
な
う
で
あ
ろ
う
。
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２
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
（
能
）
力
」
と
は
歴
史
を
「
学
ぶ
」
「
教
え
る
」
意
味
と
し
て
、
学
生
が
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
（
能
）
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
先
述
の
通
り
、
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
の
授
業
の
シ
ラ
バ
ス
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
シ
ラ
バ
ス
を
読
む
限
り
、
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
（
能
）
力
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
本
書
を
読
み
通
し
た
限
り
に
お
い
て
も
、
そ
の
力
に
つ
い
て
の
説
明
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
「
編
集
後
記
」
（
本
書
一
九
七
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
１
各
担
当
教
員
は
何
を
語
る
の
か
論
点
と
し
て
あ
げ
た
三
つ
の
こ
と
以
外
に
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
と
し
て
、
本
書
に
は
、
学
び
の
扉
と
な
る
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
」
を
記
し
た
ペ
ー
ジ
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
小
・
中
．
高
の
教
科
書
に
は
、
最
初
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
必
ず
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
例
え
ば
類
書
で
あ
る
、
木
村
茂
光
・
小
山
俊
樹
・
戸
部
良
一
・
深
谷
幸
治
編
『
大
学
で
ま
な
ぶ
日
本
の
歴
史
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
六
年
）
に
は
、
冒
頭
に
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
章
を
設
け
て
、
「
読
者
の
み
な
さ
ん
へ
」
「
歴
史
の
学
び
方
」
「
歴
史
と
現
在
」
「
本
書
の
構
成
と
特
徴
」
を
叙
述
し
て
い
る
。
本
書
を
使
用
す
る
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
の
授
業
の
シ
ラ
バ
ス
を
読
む
限
り
、
各
教
員
の
授
業
開
始
時
に
、
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
」
を
説
明
す
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
口
文
学
部
史
学
科
に
入
学
す
る
学
生
た
ち
に
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
」
を
説
く
必
要
性
は
な
い
の
一
肥
》
｛
叩
〉
か
。
本
書
を
執
筆
し
た
先
生
方
に
、
歴
史
を
「
教
え
る
」
意
味
と
と
も
に
ぜ
ひ
訊
い
て
み
た
い
。
三
日
本
史
（
歴
史
）
を
「
学
ぶ
」
意
味
、
「
教
え
る
」
意
味
lラ
以
上
、
評
者
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
、
拙
い
書
評
を
行
っ
た
。
「
無
い
も
の
ね
だ
り
」
な
指
摘
ば
か
り
を
連
ね
、
評
言
は
些
末
な
点
に
終
始
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
評
者
の
力
不
足
に
よ
り
、
内
容
に
対
す
る
誤
解
や
曲
解
も
多
く
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
著
者
お
よ
び
読
者
の
ご
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
書
は
、
大
学
に
入
学
し
た
学
生
が
日
本
史
・
歴
史
学
を
学
ぶ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
た
め
に
用
意
さ
れ
た
最
初
の
「
武
器
」
で
あ
る
。
そ
の
「
武
器
」
を
生
か
す
も
殺
す
も
学
生
次
第
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
の
が
、
教
員
た
ち
の
教
え
で
あ
り
伴
走
で
あ
る
。
同
じ
大
学
に
所
属
す
る
複
数
の
教
員
が
、
一
書
を
ま
と
め
る
一
大
事
業
を
、
本
書
を
刊
行
す
る
こ
と
で
実
現
し
た
。
伴
走
す
る
教
員
た
ち
の
学
生
へ
の
想
い
は
、
他
の
組
織
の
教
員
集
団
よ
り
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の
と
信
じ
た
い
。
歴
史
学
を
専
門
と
す
る
一
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
、
本
書
を
き
っ
か
け
に
、
時
代
に
偏
り
な
く
、
歴
史
を
よ
り
深
く
よ
り
専
門
的
に
学
ん
で
み
よ
う
と
考
え
る
今
、
世
界
各
国
の
人
び
と
と
の
連
携
・
協
力
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
び
と
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
を
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
日
本
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
連
携
・
協
力
や
小
さ
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
た
め
に
、
本
書
の
試
み
（
編
集
方
針
）
で
も
あ
る
一
国
中
心
史
観
に
陥
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
歴
史
を
み
る
こ
と
や
社
会
や
時
代
の
動
き
を
客
観
的
に
み
つ
め
る
力
が
必
要
で
あ
る
と
推
察
し
た
。
ま
た
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
第
２
部
の
最
後
に
「
歴
史
を
傭
撤
す
る
ま
な
ざ
し
と
、
史
料
を
精
綴
に
読
み
込
む
読
解
力
、
さ
ら
に
は
多
様
性
を
柔
軟
に
組
み
立
て
て
い
く
思
考
力
」
（
本
書
五
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
お
け
る
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
（
能
）
力
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
「
歴
史
学
的
（
な
）
思
考
（
能
）
力
」
が
身
に
つ
き
、
そ
の
力
一
吃
一
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
提
示
が
望
ま
れ
る
。
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学
生
が
増
え
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
註（
１
）
近
年
、
大
学
生
が
読
み
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
一
書
で
日
本
通
史
を
叙
述
す
る
も
の
と
し
て
は
、
須
田
努
・
清
水
克
行
「
現
代
を
生
き
る
日
本
史
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
’
四
年
）
、
木
村
茂
光
・
小
山
俊
樹
・
戸
部
良
一
・
深
谷
幸
治
編
「
大
学
で
ま
な
ぶ
日
本
の
歴
史
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
’
六
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
ｃ
ま
た
、
東
北
学
院
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
編
「
大
学
で
学
ぶ
東
北
の
歴
史
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
二
○
年
）
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
東
日
本
大
震
災
ま
で
の
日
本
通
史
を
、
東
北
地
方
と
の
関
連
性
を
必
ず
設
け
て
叙
述
し
て
い
る
。
（
２
）
「
国
士
舘
大
学
文
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
考
古
・
日
本
史
学
専
攻
（
コ
ー
ス
）
紹
介
」
の
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
。
胃
Ｓ
ｍ
己
君
乏
言
・
百
百
豐
弄
自
画
９
頁
駐
呂
ご
Ｐ
魚
急
刷
さ
ｇ
胃
目
ｇ
ｇ
ｇ
目
隅
呂
尉
ｓ
ｑ
ｌ
ｇ
仔
閏
ｇ
開
○
さ
唱
苛
冒
凰
目
盲
目
胃
旦
（
二
○
二
○
年
へ
8
、一
（
〔
ｊ
）
（
４
）
〆
、
（
５
）
（
６
）
へ
3
、一'
「
国
士
舘
大
学
君
ｇ
シ
ラ
バ
ス
」
宮
ｇ
駒
ご
冨
巴
の
民
。
言
』
普
涛
９
．
月
ぢ
あ
筐
号
扁
弓
８
・
麗
冒
（
二
○
二
○
年
一
○
月
三
一
日
閲
覧
）
の
「
日
本
史
概
説
Ａ
（
日
本
歴
史
Ａ
こ
「
日
本
史
概
説
Ｂ
（
日
本
歴
史
Ｂ
）
」
。
第
６
部
の
み
に
、
出
典
を
示
す
表
記
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
書
一
六
三
頁
に
「
（
久
保
田
２
０
１
６
こ
と
あ
る
。
小
田
中
直
樹
「
世
界
史
か
ら
考
え
る
」
（
同
・
帆
刈
浩
之
編
「
俄
界
史
／
い
ま
、
こ
こ
か
ら
」
山
川
出
版
社
、
二
○
一
七
年
）
三
一
五
頁
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
前
提
と
し
た
通
史
的
な
大
学
生
向
け
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
世
界
史
で
は
あ
る
が
、
大
阪
大
学
歴
史
教
育
研
究
会
編
『
市
民
の
た
め
の
枇
界
史
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
○
一
四
年
）
が
あ
る
。
二
○
’
八
年
三
月
告
示
の
次
期
学
習
指
導
要
領
が
、
高
等
学
校
で
は
二
○
二
二
年
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
新
科
目
と
し
て
設
定
さ
れ
る
「
歴
史
総
合
」
（
必
修
）
で
は
、
時
代
の
変
化
を
示
す
諸
資
料
（
遺
物
、
文
書
、
図
像
な
ど
）
か
ら
単
元
を
貫
く
問
い
を
立
て
る
こ
と
、
「
日
本
史
探
究
」
（
選
択
）
で
は
、
諸
資
料
一
歴
史
資
料
）
を
活
用
し
て
時
代
を
通
観
す
る
問
い
を
立
て
仮
説
を
表
現
す
る
こ
と
、
が
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
い
る
。
高
等
学
校
の
段
階
か
ら
、
歴
史
の
授
業
に
お
い
て
史
資
料
を
前
提
と
し
た
学
び
方
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
教
科
書
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
中
学
校
の
教
科
書
「
新
編
新
し
い
社
会
歴
史
」
（
東
京
書
籍
、
文
部
科
学
省
二
○
一
五
年
検
定
済
）
、
高
等
学
校
の
教
科
書
「
詳
説
日
本
史
Ｂ
」
〈
山
川
出
版
社
、
文
部
科
学
省
二
○
一
六
年
検
定
済
）
と
も
に
、
二
○
二
年
の
東
日
本
大
震
災
ま
で
そ
れ
ぞ
一
○
月
三
一
日
閲
覧
）
17
（
ｕ
）
へ
10
ー〆
ヘ
9
廷一三
へ
12
ー
は
知
っ
て
い
る
が
、
こ
と
も
多
々
あ
る
。
評
者
は
、
現
勤
務
先
（
前
出
）
で
「
現
代
日
本
の
歴
史
」
と
い
う
選
択
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
最
初
の
二
回
は
、
「
歴
史
を
学
ぶ
意
味
」
に
関
わ
る
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
あ
る
学
生
が
、
授
業
の
振
り
返
り
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
な
ん
で
歴
史
の
授
業
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
勉
強
し
て
何
に
な
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
を
受
け
て
少
し
そ
の
疑
問
が
解
決
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
ず
は
「
歴
史
を
学
ぶ
Ⅱ
昔
の
出
来
事
を
暗
記
し
て
テ
ス
ト
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
寝
た
ら
忘
れ
る
」
と
い
う
の
を
前
提
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
教
員
は
、
「
昔
の
出
来
事
を
暗
記
し
て
テ
ス
ト
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
寝
た
ら
忘
れ
る
」
と
い
う
部
分
に
注
目
し
て
、
歴
史
は
暗
記
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
説
き
た
が
る
が
ゞ
「
な
ん
で
歴
史
の
授
業
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
勉
強
し
て
何
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
学
生
の
問
い
に
応
え
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。
自
戒
を
込
め
て
。
歴
史
を
「
教
え
る
」
「
学
ぶ
」
意
味
に
つ
い
て
は
、
皆
川
雅
樹
「
歴
史
を
「
教
え
る
」
「
学
ぶ
」
Ｉ
歴
史
教
育
の
ナ
ワ
バ
リ
ヘ
の
挑
戦
ｌ
」
（
前
川
修
一
・
梨
子
田
喬
・
皆
川
雅
樹
編
著
『
歴
史
教
育
「
再
」
入
門
」
（
清
水
書
院
、
二
○
’
九
年
）
で
整
理
・
考
察
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
歴
史
・
歴
史
学
を
学
ぶ
意
味
や
歴
史
・
歴
史
学
で
身
に
つ
く
も
の
に
つ
い
て
、
近
年
、
大
学
生
向
け
に
刊
行
し
た
も
の
と
し
て
、
大
学
の
歴
史
教
育
を
考
え
る
会
編
「
わ
か
る
．
身
に
つ
く
歴
史
学
の
学
び
方
」
（
大
月
書
店
、
二
○
ヱ
ハ
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
高
等
学
校
に
お
い
て
「
歴
史
的
思
考
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
池
尻
良
平
・
山
内
祐
平
「
歴
史
的
思
考
力
の
分
類
と
効
果
的
な
育
成
方
法
」
（
日
本
教
育
工
学
会
第
二
八
回
全
国
大
会
講
演
論
文
集
、
長
崎
大
学
、
二
○
一
二
年
）
、
鳥
山
孟
郎
・
松
本
通
孝
編
「
歴
史
的
思
考
力
を
伸
ば
す
授
業
」
（
青
木
書
店
、
二
○
一
二
年
）
、
永
松
靖
典
編
「
歴
史
的
思
考
力
を
育
て
る
』
（
山
川
出
版
社
、
二
○
一
七
年
）
な
ど
参
照
。
（
二
○
二
○
年
六
月
刊
、
北
樹
出
版
、
一
二
○
頁
、
二
四
○
○
円
十
税
）
評
者
は
、
現
勤
務
先
（
産
業
能
率
大
学
経
営
学
部
）
で
「
現
代
日
本
の
歴
史
」
と
い
う
選
択
授
業
を
担
当
し
て
い
る
口
本
授
業
で
扱
う
の
は
、
’
九
四
五
～
二
○
二
○
年
で
あ
る
。
「
高
度
経
済
成
長
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
バ
ブ
ル
経
済
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
つ
い
て
も
実
態
や
そ
の
背
景
は
理
解
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
の
１
つ
と
し
て
、
戦
後
史
は
、
小
・
中
．
高
の
歴
史
の
授
業
の
最
後
に
扱
う
内
容
で
、
授
業
計
画
上
駆
け
足
に
な
り
が
ち
で
、
出
来
事
の
羅
列
の
終
わ
る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
学
生
の
コ
メ
ン
ト
に
「
高
度
経
済
成
長
や
三
種
の
神
器
、
３
Ｃ
な
ど
の
言
葉
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
人
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
が
あ
っ
た
の
か
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
書
か
れ
る
れ
記
述
が
あ
る
。
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